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吉岡教之代表及び横揮英三事務局長の再任で19年度の体制を進めます｡

吉岡教之代表は根室市立光洋中学校長を最後に退職しましたが､北方領土関係の経験

を活かして､元島民の組織千島歯舞諸島居住者連盟の参事(兼; ｢千島会館(根室市に

ある千島連盟の施設) ｣館長)として再就職し､根室管内北方衛士学習研究会にも顧問と

して残りましたので､引き続き北海道北方衛士教育者会議の代表を務めていきます｡

横滞英三事務局長は引き続き根室市立海星中学校教頭として忙しい職務ですが､根室

管内北方領土学習研究会事務局長も留任しております｡

北海道北方嶺土教育者会議はまだまだ根室管内北方領土学習研究会の全面的な支援

と連携を支えに活動を進めていかなければなりません｡

会員の皆様には代表及び事務局長の再任をご承認ください｡

本来であれば総会を開き承認を求める案件ですが､当会議の体制上､紙上での承認と

したいと思います｡ご意見がありましたら事務局までお願いします｡

広まりと深まりを願って　　　　代表　吉　岡　教　之

北海道北方領土教育者会議の設立から3年目に入った｡北方領土学習の広まりと深まりを願い実践を

積んだが､ここ原点の地北海道でも定着と広まりは十分とはいえない｡

昨年1 2月､北方嶺土間題の解決には世論の高まりが不可欠とする高市北方担当大臣の発案で始めて

教育現場の取り組みについて大臣と意見を交換する機会があった｡

私はその中で､北方領土問題は我が国の主権と尊厳にかかわる国家としての大問題であることを踏ま

え､教育現場は次代の主権者､後継者となる児童･生徒に真実を伝え思考させる責務があるとし､だが

現状は不十分でありその要因として次のことを話した｡

①｢学習指導要額｣ ｢教科書｣の取り上げ方が不十分

②教員の認識が低調　③研修の機会が十分でない

④各校でカリキュラムに位置づけちれていなかったり､年度末に軽く扱われていることが多い

⑤高校､大学入試での出題は極めて少ない　⑥マスメディアの取り上げも少ない

広い北海道で上記のことを克服しながら全道規模へと拡大するには相当の年月がかかると思うが､会

員一人ひとりの北方嶺土教育にかける使命感と情熱が､北海道北方嶺土教育者会議の拡充と強化につな

がり､北方領土教育が各校･各地域に広まり､そして深まりとなっていくことを祈念します｡



r北方額土教育実践推進指定校Jに

かいせい

根室市立海星小中学校が決まりました

北方領土問題対策協会(本部･東京)の今年

度事業で募集した推進指定校に北海道北方衛士

教育者会議から申請をしていましたが､決定の

連絡を受けました｡

海星小中学校は平成18年度に小中3校が統合

し開校した新しい併置校です｡

今年度は北方嶺土学習を校内研究の一つとし

て推進しています｡

1 2月1 0日に北方領土学習研究大会も予定

しています｡

その時はご案内しますので､全道各地から参

加してくれるとうれしいです｡

北方領土復帰期成同盟･発行

『oA嘩生駒学習糞料』

2007改訂版
北海道内の全小学校に配布済みですが､小

学校の会員の皆さんは学校に届いたのを確

認されたでしょうか｡

アンケートの回答用はがきを同封してい

ますので､返送していなければぜひ記入し投

函してもらえるよう､担当の先生にお願いし

てください｡

会_貞亡の穿虜lr冶虜好い

この資料は北方同盟の中で山崎が担当し

て作成しています｡

次年度発行に向けて9月には改訂編集作業

を始めますので､細かい点も含め､ご意見を

いただきたいと思います｡

『手引き』の授業案例も充実したいと思いますので､活用例もぜひ欲しいと思います｡

授業案形式でなく､こんな風に使った･ ･ ･とか､子どもはこんなことを言っていた- ･

とかのメモでも十分です｡また､実際には担当でないので授業はできないが､自分ならこう使う

という構想案も助かります｡是非､情報としてお寄せください｡お待ちしています｡

アンケート用はがきを同封しました.改訂意見･感想等自由にご記入いただき､ 9月末まで

に返送ください.なお､授業実例･活用例･構想案等は別紙で送っていただけると助かります.

今年度の北方同盟主催『∃ヒ方領土教育研究セミナー』は､

平成2　0年2月1日(金)

小樽市立緑小学校　で開催します｡

同校の先生が公開授業を行います｡

今年度は　後志社会科研究協議会及び小樽市社会科教育研究会の支援をいただ

いています｡

後志管内の小･中学校を中心に参加案内を出す予定です｡全道各地からの参加も

期待したいと思います｡

内容が確定しましたらご案内しますので､是非参加できるように検討してもらえ

ればと思います｡


